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侵襲性尺度の開発の試み―信頼性・妥当性およびカ
ットオフ値の検討―




























































務の中で人体に傷をつけるという “ 人体 ” への侵襲が生じ，それ故に医師には医行為の業務独占が
生じるが，“ 心理学的な手段 ” を用いた臨床心理行為においては “ 人体 ” を侵襲する可能性はない











































































































内的整合性の検討　侵襲性尺度の信頼性を検討する為に，各下位尺度の Cronbach の α 係数を算出




















の結果，侵襲性尺度全体と IES-R との間では .67と中程度の正の相関が示された。また，下位尺度










33 考えないようにしようとしても，このテーマのことを考えてしまう .94 -.18 .09
25 考えるつもりがなくても，このテーマのことがいきなり頭に浮かんでくる .77 -.21 .10
21 このテーマのことを一度考え始めると頭から離れなくなる .74 -.15 .21
10 このテーマのことを何回も考えてしまう時期がある .70 .23 .06
35 このテーマのことを考えると，悲しくなる .58 .32 -.10
28 このテーマのことを何度も繰り返して考える傾向がある .57 -.03 .26
6 このテーマのことを没頭して考えることがある .56 .26 -.19
11 このテーマのことを考えていると，驚くほど時間が過ぎていることがある .49 .17 .02
32 このテーマのことを考えると，無力だと感じる .49 .30 -.21
29 このテーマのことを思い出すと，その時の感情が強くこみ上げてくる .46 -.02 -.12
5 別のことをしていても，このテーマのことが頭から離れない .43 .15 .32
34 このテーマのことを考えると，腹が立つ -.18 .89 .06
22 このテーマのことを考えると，嫌な気分になる .23 .64 -.09
17 このテーマのことを考えると，落ち込む .24 .63 -.07
24 このテーマのことを考えると，怒りを感じる .11 .60 .00
9 このテーマを思い出させるものには近寄らない -.14 .56 .26
31 このテーマのことを話さないようにしている -.08 .51 .07
16 このテーマのことを考えると，どきどきする .01 -.05 .91
1 このテーマのことを考えると，緊張する -.17 .20 .86




因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ ― .51 .51
Ⅱ ― .43
Ⅲ ―

















　Cronbach の α 係数を用いた内的整合性から，侵襲性尺度の一貫性は検討された。その結果，尺
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侵襲性尺度の開発の試み
 This study developed Psychological Invasiveness Inventory to measure a feeling of 
psychological burden to occur to the research participant(s) when carried out
 investigations such as the psychology. As a result, three factors were identified: 1. 
Psychological rumination: 2. Negative emotion and avoidance: 3. Stress response. It consist of 21 
items. Psychological invasiveness inventory had high degrees of internal consistency in these 
factors and medium degrees of concurrent validity between IES-R.
 The cut-off point of the psychological invasiveness inventory was shown 68 points.
 Limit of this study was fewer participant(s). Any and a variety of data will be found in the 
future studies.
Key words：Invasiveness, Psychology, PTSD, Research ethics
Development of Psychological Invasiveness Inventory
Shigeki OKUYAMA
（Graduated Student, Graduate School of Education, Tohoku University）
Gen TAKAGI
（Graduated Student, Graduate School of Education, Tohoku University）
Daisuke KOBAYASHI
（Graduated Student, Graduate School of Education, Tohoku University）
Kazuma SAKAMOTO
（Graduated Student, Graduate School of Education, Tohoku University）
Koubun WAKASHIMA
（Associate Professor, Graduate School of Education, Tohoku University）
年報10奧山氏ほか1C_四[149-158].indd   156 2016/12/15   19:38:37
